
































































































































る人々に対しては、われわれはある程度の善意や尊敬を要求する」（op. cit.: 76（10） ）と述べており、
（4） これらの定義はさしあたりのものである。厳密な考察は第3節で行われる。
（5） 「反応的心情」という訳語は成田2004による。
（6） ストローソン説の影響力についてはMcKenna & Russell 2008を参照。
（7） ページ数は再版による。
（8） 反応的心情はストローソンが「対人的心情」と呼ぶものの一種であり、これには他に立場交換的心情と



































（11）  Fischer & Ravizza 1998。以下、RCと略記する。
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想像できる〉
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に備わるもの




















































に基づいて形成すること、の3つである（RC: 210 ― 3, 村上2010：211）。 
 　この態度およびそれを構成する信念や傾向性は、子供の道徳教育が例にあげられているよう
に、自らの意志によって引き受けるものというよりは、むしろ教育など環境によって形成され






























































































へ反映されるメカニズム（M 2 ）形成に対してさらなるコントロール（C 3 ）とメカニズム（M 3 ）
を要求することには問題がない。またこのようなさかのぼり
4 4 4 4 4
をここで打ち切るのは恣意的であ
ろう。したがって、M 3 の形成に対してC 4 とM 4 が要請され、M 4 の形成に対してC 5 とM 5 が要求
されなければならない。このさかのぼり





























（18）  スミランスキーはこの議論についてはG. Strawsonの議論を援用する。Strawson 1994を参照。また、
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を抱いている。そして、この種の偽なる信念
を抱いているという事実によって、なぜわれわれが究極的不正義の議論を前にしても責任帰属
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